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本日、ご審議いただく内容

１．評価対象区間
２．計画段階評価手続きの進め方（案）

３．地域の現状と課題
４．地域に配慮すべき事項（自然環境）
５．政策目標（案）の設定
６．意見聴取方法（案）

・・・ 2
・・・ 4
・・・ 6
・・・16
・・・18
・・・20



１．評価対象区間
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計画段階評価
対象区間

（二丈 二丈鹿家）

１．評価対象区間

▲対象区間位置図

凡 例
開 通 済（無料区間）
事 業 中
開 通 済（有料区間）
事 業 中

その他高規格幹線道路
開 通 済

車線数
２車線
４車線以上

青文字 設計速度

3

○福岡～佐賀～長崎を連絡する西九州自動車道は、第四次全国総合開発計画（四全総）によって位置付
けられた高規格幹線道路の一部。

○検討対象区間は、西九州自動車道で唯一事業化していない糸島市の二丈から二丈鹿家を結ぶ延長
約11kmの区間。

評価対象区間

４
車
線
化

事
業
中

４
車
線
化
事
業
中



２．計画段階評価手続きの進め方（案）
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２．計画段階評価手続きの進め方（案）

第１回

九州地方小委員会

【審議事項】

◆計画段階評価手続き
の進め方(案)

◆地域の現状と課題

◆政策目標（案）

◆意見聴取方法（案）

意見聴取

◆意見聴取内容

○地域と道路の課題
○政策目標（案）

◆意見聴取方法
《ヒアリング、

オープンハウス、
アンケート》

対象者：沿線自治体
団体代表者
地域住民
企業 等

第３回

九州地方小委員会

【審議事項】

◆地域から聴取した
意見内容の確認

◆地域等の意見を
踏まえた対応方針

（案）の検討

対
応
方
針
の
決
定
（
概
略
ル
ー
ト
、
構
造
）

【令和元年11月8日】

地 方 小 委 員 会
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第２回

九州地方小委員会

【審議事項】

◆地域から聴取した
意見内容の確認

◆政策目標の設定

◆複数案の設定

◆評価項目の設定

◆複数案の比較評価

◆地域の意見聴取方法
（案）

意見聴取

◆意見聴取内容

○対応方針（複数案）の
検討に際し重視する
項目

◆意見聴取方法
《ヒアリング、

オープンハウス、
アンケート》

対象者：沿線自治体
団体代表者
地域住民
企業 等



３．地域の現状と課題
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３-１.地域の現状 ＜人口・高齢化率＞

資料：国勢調査▲ 人口の伸び率

▲ 年齢階層別人口の割合（平成27年）
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○西九州自動車道沿線地域の人口は平成2年以降増加。糸島市も福岡市のベッドタウンとして依然として
高い伸び率。

○糸島市の高齢化率（65歳以上人口の総人口に占める割合）は、西九州自動車道沿線地域より高い。

資料：国勢調査▲ 高齢化率の推移

資料：国勢調査

福岡県

糸島市
（96,475人）

65歳以上
（老年人口）

15歳～65歳未満
（生産年齢人口）

15歳未満
（年少人口）

高齢者割合
が高い

若年層の生産年齢
人口割合が低い

福岡県・佐賀県・
長崎県合計

若年層の
生産年齢
人口割合
が高い

高齢者割合
が低い

西九州自動車道沿線地域
（1,836,488人）

65歳以上
（老年人口）

15歳～65歳未満
（生産年齢人口）

15歳未満
（年少人口）

※西九州自動車道沿線地域：福岡市、糸島市、唐津市、伊万里市、松浦市

13.2 14.5 16.5 18.8
21.9

26.8

10.4 12.4 14.7 16.6
18.7

21.7

0

10

20

30

H2 H7 H12 H17 H22 H27

糸島市 西九州自動車道沿線地域
（％）



28.1

15.0 14.1 11.8 10.8 9.9 8.5 7.5 7.3 7.3

0.0

10.0

20.0

30.0

銚
子

焼
津

釧
路

境石
巻

八
戸

枕
崎

松
浦

気
仙
沼

長
崎

（万ｔ）

2,655
1,867 1,708

998 964

0

1,000

2,000

3,000

唐津市 佐賀市 白石町 伊万里市 太良町

（千万円）

3,517
2,786 2,687

1,545 1,152

0

1,000

2,000

3,000

4,000

鳥栖市 佐賀市 伊万里市 唐津市 神埼市

（億円）

5.0%

0.7%

0.5%

1.1%

17.4%

20.5%

11.1%

26.2%

77.5%

78.8%

88.3%

72.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

糸島市

福岡県

西九州自動車道

沿線地域

全国

第1次産業 第2次産業 第3次産業

3,251
2,538

1,656 1,353 1,156

0

1,000

2,000

3,000

4,000

久留米市 八女市 糸島市 朝倉市 みやま市

（千万円）

○西九州自動車道沿線地域は第三次産業の割合が高いものの、唐津市、伊万里市は農業産出額、製造品出
荷額が佐賀県内の上位４位内、松浦漁港の上場水揚量は全国８位と、第一次・三次産業も盛んな地域。

○糸島市は第一次産業の割合が高く、農業産出額は県内第３位である。

３-１.地域の現状 ＜産業構造＞
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資料：福岡県市町村民経済計算(平成27年度),平成27年度市町民経済計算（佐賀県）
平成27年度長崎県の市町民経済計算,2015年度国民経済計算

▲総生産額における各産業の割合

資料：H29市町村別農業産出額（推計）

▲福岡県における農業産出額上位５市町村

県内
第３位

▲佐賀県における製造品出荷額上位５市町村
資料：H29工業統計調査

資料：H29市町村別農業産出額（推計）

▲佐賀県における農業産出額上位５市町村

佐賀県の
約２割

佐賀県の
約１割

佐賀県の
約２割 佐賀県の

約１割

▲全国における上場水揚量上位１０漁港

資料：産地水産物流通調査（2017年年間調査）

全国
第８位

※西九州自動車道沿線地域：福岡市、糸島市、唐津市、伊万里市、松浦市



３-２.地域の現状と課題 ＜暮らし…①－１渋滞＞
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資料：ETC2.0プローブデータ （H30年4 H31年3月）

事業中 事業中

資料：ETC2.0プローブデータ （R1年5月休日14 15時）

事業中 事業中

▲西九州自動車道の平均旅行速度及び急ブレーキ発生回数

事業中

事業中

平均71.2km/h

平均47.2回/km・月

開 通 済（無料区間）

事 業 中

開 通 済（有料区間）

事 業 中

その他高規格幹線道路

開 通 済

車線数
２車線

４車線以上

凡　　　例
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○対象区間の平均旅行速度は西九州自動車道の平均を下回るなど速度低下が顕著。
○急ブレーキ発生回数は西九州自動車道の平均を上回り、安全性が低い。

L＝約150㎞

事業中
（４車線化）

事業中
（４車線化）

４
車
線
化

事
業
中

４
車
線
化
事
業
中

事業中
（４車線化）

事業中
（４車線化）



３-２.地域の現状と課題 ＜暮らし…①－１渋滞＞

○交通量は平成25年の二丈浜玉道路の無料化以降大きく増加。（平日約12千台/12h、休日約17千台/12h）
○旅行速度は、上り坂やトンネル、施設出入口を起点とした速度低下がみられる。



３-２.地域の現状と課題 ＜暮らし…①－２安全＞

▲急ブレーキの発生件数と死傷事故発生箇所 ＩＴＡＲＤＡデータ（Ｈ26 29）
資料：ＥＴＣ2.0（H30.4 H31.3）

福岡県自動車専用道路
平均26.2件/億台km

自動車専用道路平均を上回る
死傷事故が全線に渡り発生

全線に渡り
急ブレーキが発生

トンネル
橋梁

死傷事故発生箇所
（H26～H29）

福岡県自動車専用道路
平均33.7回/年

福岡県自動車専用道路
平均33.7回/年
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○死傷事故は、急ブレーキが多発している沿道施設入口周辺及びトンネル周辺等にて多発。
○沿道出入り車両をはじめとした低速車両の混入（＝不十分なアクセスコントロール）が安全性低下の
要因。

※急ブレーキ発生件数は20ｍあたりの発生件数

施設入口周辺で
事故発生

上り６件 下り２８件



３-２.地域の現状と課題 ＜暮らし…①－２安全＞

▲当該区間の道路構造

路肩が狭い（25㎝）

B 鹿家付近

路肩は狭く（30㎝）
非常駐車帯なし

C 立花ﾄﾝﾈﾙ出入口

路肩が広く（175㎝）
登坂車線あり

A 唐津道路

路肩が広い（170㎝）

D 前原IC付近

年月日
規制

方法

規制

時間

① H27.9.10 全面 200分

② H28.7.18 全面 210分

③ H29.4.24 片側 21分

④ H29.6.30 片側 42分

⑤ H29.10.4 片側 68分

⑥ H30.2.15 全面・片側 150分

⑦ H30.6.25 全面・片側 215分

⑧ H30.8.19 全面 132分

⑨ H30.9.8 全面 46分

⑩ H30.9.24 全面 212分

⑪ H30.10.7 片側 94分

⑫ H31.3.9 片側 9分

⑬ H31.3.10 全面 77分

⑭ H31.4.30 片側 14分

▲当該区間の事故による規制状況

全面規制が多く、規制

時間が長時間化

全面規制が多く
規制時間が
長時間化

▲渋滞による本線滞留車両への
追突事故発生状況

①H27.9.10 R202BP二丈福井地先
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○橋梁部など路肩部における狭幅員区間が多く、非常停車帯が無い為、全面規制が生じると長時間化。

対象区間 今宿道路（自専部）
完成車線数；4車線

唐津道路
完成車線数；4車線

E3 5

E3 5

＜BP区間＞
橋梁区間
トンネル区間

自動車専用道路
開通済
事業中



３-２.地域の現状と課題 ＜②産業＞
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新工場 九州大学伊都キャンパス
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パーク構想
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福
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市

呼子いか

唐津
コスメティック
構想

唐津
Qｻﾊﾞ

唐津
みかん

半導体工場
（世界シェア３割※３）

カキ
小屋

山代久原IC

▲福岡市での長崎産まあじ取扱い量推移

まあじの出荷量増加

西九州地域の様々な経済活動を支援

木材の出荷量増加

▲伊万里市から福岡県への集成材出荷量推移

二
丈

(

仮
称
）

IC

二
丈
鹿
家
IC

資料：集成材メーカーヒアリング結果 ※壱岐・対馬・五島を除く 資料：福岡市中央卸売市場「鮮魚年報」

ハウステンボス

世界遺産
（春日集落と安満岳）

伊万里焼
秘窯の里
大川内山

木材ｺﾝﾋﾞﾅｰﾄ
（集成材）

伊万里東府招IC

松浦IC

対象区間

※１：産地水産物流通調査（H30速報値）※２：水産業者ヒアリング結果 ※３：楽天証券調べ（H29） ※４：半導体工場ヒアリング結果 ※５：活きイカ販売業者ヒアリング結果 ※６：集成材メーカーヒアリング結果

輸送の振動に弱く、走行性向
上が必要※5

本州、福岡への時間短縮が競
争力の維持向上に不可欠※２

今後の輸送量増加の
ために、輸送時間短縮
を期待※６

輸送時間短縮が図られること
で、生産性向上に繋がる※4

伊万里東部
工業団地

松浦市東部
工業団地

あじ・さば
（松浦港：まあじの
水揚量全国３位 ※１)

松浦港
埋立地

糸島リサーチ
パーク

13

○対象区間は、糸島のみならず、九州北西部の広域的な企業活動や農水産業、製造業といった各種産業に利
用されており、用地開発や産学連携も進展するなど、九州北西部の地域経済を支える路線となっている。

○広域物流ネットワークの構築に向けては、速達性・定時性・走行性の確保が課題。

©ハウステンボス/J-19277



３-２.地域の現状と課題 ＜③観光＞
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対象区間

糸島市への訪問者数は年々増加

資料:福岡県観光入込客推計調査

▲糸島市の観光入込客数推移

456 504 533 580 614 633 648

200

300

400

500

600

700

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

（万人）
約40％増

まつうらし
松浦市

させぼし
佐世保市

いまりし
伊万里市

からつし
唐津市

いとしまし
糸島市

ふくおかし
福岡市

ひらどし

げんかいちょう
玄海町

※「じゃらん」が九州山口居住者に実施した
アンケート調査を基にランキング

観光地名

１位 呼子（佐賀県）

２位 糸島（福岡県）

３位 岩国・錦帯橋（山口県）

１位２位が
西九州

自動車道沿線

日帰り観光地ランキング上位が立地

回廊性※は旅行者の満足度アップ
「回廊性」は、旅行業界でよく使われる言葉です。この回廊
性が確保されると、同じ距離を移動しても顧客の満足度が
違ってきます。旅行者は、限られた時間の中で、できるだけ
多くの場所をみてまわることを要望しており、循環型の効果
は大きいと考えられます。また、旅行会社は顧客ニーズに
あった多様な旅行商品の提案が可能となり、九州の観光資源
がフル活用されることが期待されます。 （旅行業A社）

出典：九州経済同友会「九州における循環型高速道路ネットワークの整備効果（H17.6）」
▲福岡市 唐津市の往復所要時間

（
）

▲九州山口行ってみたい日帰り観光
地ランキング2018※「周遊性」と同様の意味。

下り：11時台
上り：17時台

42 51

42
63

0
20
40
60
80
100
120

平日 休日

下り 上り（分）

85

114
29分

渋滞により
観光地を
回る時間を
30分損失

資料：ETC2.0プローブデータ（R1年5月平均）
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○九州北西部は、日帰り観光地ランキング上位の｢呼子｣｢糸島｣など、人気の高い観光地が数多く立地する地域。
◯西九州自動車道の未整備により沿線の観光地を巡る時間は減少し、観光拠点の福岡市から各観光地への
観光周遊性が著しく低下。

開 通 済（無料区間）

事 業 中

開 通 済（有料区間）

事 業 中

その他高規格幹線道路

開 通 済

車線数
２車線

４車線以上

凡　　　例L＝約150㎞

博多駅

福岡空港

©ハウステンボス/J-19277



有 明 海佐世保港
(防災拠点港)

玄海原発

原発避難ルート

活断層に関する出典：政府 地震調査研究推進本部HP

福岡県

水縄
断層帯

佐賀県

長崎県

伊万里港

唐津港

博多港

松浦市

佐世保市

唐津市

佐賀市

福岡市

伊万里市

松浦港

対象区間

鳥栖市

福岡空港

３-２.地域の現状と課題 ＜④防災＞

西九州自動車道

西九州自動車道を避難ルートに指定

▼原子力防災のしおり（福岡県）Ｈ30.3月発行

・災害時に複数の代替ルートが選択可能とな
る、ネッワーク強化を図る。

・西九州自動車道（高規格幹線道路）等の重
点的な整備を着実に進める。

29.12
推進方針（一部抜粋）

30㎞圏内
7市１町

約25万人！

Ｈ29.7九州北部豪雨で
長崎自動車道が通行止

▲長崎自動車道多久～武雄南間 通行止めによる影響

Ｈ２９年７月６日（木）9:00頃

では過去10年間で121
回の通行止が発生※

（平均通行止時間：
9時間50分）

※鳥栖IC JCT
H21年4 H31年3月
資料：NEXCO
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○西九州自動車道は、平成30年3月に福岡県により玄海原子力発電所の避難ルートに指定。
○平成28年度の主要活断層帯追加等により、災害時の広域的なルート確保が複数必要。

：土砂災害危険箇所（密集箇所）
：Ｈ28年度追加した主要活断層帯
：これまでの主要活断層帯



４．地域に配慮すべき事項（自然環境）
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萬龍楓

４．地域に配慮すべき事項（自然環境）

▲配慮すべき自然環境

凡 例

高速道路

国道

主要地方道

一般県道

ＪＲ

天然記念物

特定植物群落

国定公園

県立自然公園

計画段階評価区間

二丈IC
（仮称）

至 唐津市

二丈鹿家IC

至

福
岡
市

玄海国定公園

脊振雷山県立自然公園

脊振北山県立自然公園

鹿家のアオモジ林

玄海

国定公園
浮岳の自然林

虹ノ松原、海岸

の砂丘植物群落

虹の松原のクロマツ林

17

○既往文献から希少な動植物が分布している可能性が確認できる。
○また、生態系の保全上重要となる国定公園、県立自然公園が指定されている。

出典：第2回・第3回自然環境保
全基礎調査特定植物群落調査報
告書（佐賀県版・福岡県版）
福岡県文化財保護条例

姉子の浜・鳴き砂

E35

出典：福岡県庁ホームページ

Ｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘ
ｘｘｘ

動植物の生息又は生育状況
○動物
サシバ、ハヤブサ、タカチホヘビ、カスミサン
ショウウオ等
○植物
ミドリワラビ、ウンゼンカンアオイ、ギンバイソウ、
ムヨウラン等

※上記動植物の確認位置は未公表
出典：福岡県の希少野生生物ー福岡県レッドデータブックー

天然記念物
(姉子の浜・鳴き砂)

天然記念物。玄界灘の荒波で形成さ
れた浅瀬の白浜海岸。
長さ1.1km/幅約20m
出典：糸島市ホームページ

特定植物群落
(虹の松原のクロマツ林)

特定植物群落。400年前に潮風や飛
砂から農地を守るために植林した松原。
出典：唐津市ホームページ



５．政策目標（案）の設定
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５-１.政策目標（案）の設定

地域・道路交通の現状と課題 政策目標(案)

②産業
○対象区間は、広域的な企業活動や農水産業、製造業等に利
用され、九州北西部の地域経済を支える路線。

○速達性・定時性・走行性を確保する広域物流ネットワークの構
築が課題。

③信頼性・走行性の確保に
よる産業の活性化の支援

①－１渋滞
○二丈浜玉道路無料化以降交通量は大きく増加。
○上り坂やトンネル、施設出入口を起点とした速度低下が発生。
○平均旅行速度は西九州自動車道の平均を下回る。

①走行性の高い道路機能の
確保

①－２安全
○自動車専用道路ではないため、沿道出入車両等による低速車
両が混入し、安全性が低下。
○沿道施設入口周辺及びトンネル周辺等で急ブレーキの発生が多く、
死傷事故も多発。

○一般道路の２車線であるため幅員が狭く、事故時の全面規制
が長時間化。

②アクセスコントロールされた
安全性の高い道路機能の
確保

③観光
○西九州自動車道沿線には、呼子、糸島など、人気の高い観光
地が数多く立地。

○休日の渋滞により観光周遊性が著しく低下。

④広域周遊ネットワーク確
保による観光振興の支援

④防災
○主要活断層追加等により、沿線地域の防災力強化が課題。
○西九州自動車道は、平成30年3月に玄海原子力発電所の避
難ルートに指定。

⑤災害時にも機能する信頼
性の高い道路ネットワーク
の強化

19

道路による要因

○自動車専用道路未整
備区間の存在が速達
性・定時性・走行性を
阻害

○道路交通容量の不足
○上り坂やトンネル、施
設出入口を起点とし
た速度低下

○２車線による狭い幅員
○自動車専用道路では
ないため、アクセスコン
トロールが不十分

○広域ネットワークの連
続性が欠如

○災害時に機能する防
災性が不足

【
暮
ら
し
】

【
産
業
】

【
観
光
】

【
防
災
】



６．意見聴取方法（案）
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６-１．意見聴取（案）の概要

21

意見聴取は、地域の課題・政策目標（案）に対する意見を伺う。

■意見聴取の項目と活用方法

○アンケート設問の設定（抜粋）

＜政策目標（案）＞ ＜アンケートにおける質問事項＞

【渋滞】
①走行性の高い道路機能の確保

【安全】
②アクセスコントロールされた安全性の高い道路機能の確保

【産業】
③信頼性・走行性の確保による地域産業の活性化の支援

【観光】
④広域周遊ネットワーク確保による観光振興の支援

【防災】
⑤災害時にも機能する信頼性の高い道路ネットワークの強化

質問2①：西九州自動車道の他の区間に比べ速度
が遅く、渋滞することが多い

質問2②：沿道の施設からの出入りがあり事故の
危険を感じる

質問2③：速達性・定時性が低く、地域の製造業
や農水産業等に影響がある

質問2④：休日の渋滞により、観光地間の周遊性が
低下している

質問2⑤：甚大な災害が発生した際に、通行が
確保されるか不安がある



対象者

ヒアリング
※１

【沿線自治体および団体代表者】福岡県・佐賀県・長崎県・糸島市・福岡市・唐津市・伊万里市・各団体などへの意見聴取
沿線自治体：福岡県・佐賀県・長崎県・糸島市・福岡市・唐津市・伊万里市 ７自治体
各団体等：トラック協会、タクシー協会、バス協会、商工会連合会、農業協同組合、漁業協同組合、観光協会など ２０団体程度

【企業等】糸島市・福岡県・佐賀県・長崎県の関係企業への意見聴取
各企業：製造業、運輸・郵便業、卸売・小売業、宿泊・飲食サービス業、医療・福祉等 主要８０社程度

オープンハウス
（ヒアリング）
※２、※４

【地域住民】市役所等にオープンハウスを設置
糸島市 ：糸島市役所、糸島市交流プラザ二丈館、糸島市交流プラザ志摩館 など
福岡市西区：さいとぴあ など
唐津市 ：唐津市役所、唐津市浜玉市民センター など

３箇所程度

アンケート
※３、※４

【地域住民】糸島市・福岡市西区・唐津市の地域住民から対象者を無作為に抽出し、アンケート用紙を配布し意見聴取
糸島市 （約 ８０,０００人：１８歳以上） 約１,３００部（抽出）
福岡市西区（約１７０,０００人：１８歳以上） 約３,５００部（抽出）
唐津市 （約１００,０００人：１８歳以上） 約２,１００部（抽出）

留置き

【広域的な道路利用者】沿線施設にアンケート用紙とアンケート回収ボックスを設置し意見聴取
糸島市：伊都菜彩、福ふくの里 など
福岡市：西九州自動車道福岡西料金所の休憩施設 など
唐津市：マリンセンターおさかな村、道の駅桃山天下市、道の駅厳木 など

５箇所程度

※１ ヒアリングは、沿線自治体および企業等へ対面方式で意見聴取。

※２ オープンハウスは、市役所等での説明。アンケート票による意見聴取。オープンハウスの

周知は市報などで広報。

※３ アンケートは、地域住民から対象者を無作為に抽出し、アンケート用紙を配布し意見聴取。

※４ Webでのアンケート回答も可能とする。

６-２．意見聴取方法について

■地域住民意見聴取範囲

■意見聴取は、沿線自治体・団体および企業へのヒア
リング、オープンハウス、沿線住民アンケート、留
置きを実施予定。

■意見聴取の方法

※人口は18歳以上（H27国勢調査）

計画段階評価
対象 区間

（二丈 二丈鹿家）
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６-３．意見聴取資料（案） ◆アンケート調査（案）のイメージ

■アンケート調査の趣旨やアンケートの対象者、今後の手続きの流れ等の説明。
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６-３．意見聴取資料（案） ◆アンケート調査（案）のイメージ

■対象区間の課題の説明。
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６-３．意見聴取資料（案） ◆アンケート調査（案）のイメージ
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６-３．意見聴取資料（案）

（表 面） （裏 面）

◆アンケート調査（案）のイメージ
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